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　最近，丸太または丸太の形状をあまり損ねな
い形状に加工したものを水平に積み上げ，それを
構造壁としたログハウス（丸太小屋）が注目され
てきております。
　カラマツ間伐材を中心とする小径材の利用は当
面重要な問題でありますが，上述したような使い
方は小径材の有効な利用方法の道が広がる意味で
よろこばしい限りです。
　現在，道内で円柱材を加工している所はわずか
ですが，円柱材はどのような機械でどのようにし
て作るのか，またどこでどのような形状のものが
加工可能になっているのか等，筆者が調査した範
囲内で簡単に紹介いたします。
　＜円柱材を作る機械＞
　この機械は円柱材切削機（製造機），丸棒削り
機,ロッドラウンディングマシンなどと呼ばれてお
り,まだ正式な呼び名は統一されておりませんが,
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　要するに比較的径級の小さい丸太を元口，末口の
　径が等しい円柱形状に加工することを基本とする
　機械です。
　　ではどのような方法で円柱材を加工するかとい
　うことですが，一般的な加工方法を当場が試験研
　究用として導入した西独製の機械を中心に説明い
　たします。まず，丸太は丸太挿入口（写真①の左
　側)から送りローラー上にのせます｡送りローラー
　は丸太をはさむように上下対になっていて,それが
　切削部を境にして前後にあり,ハンドルの操作でロ
　ーラーは丸太の径に合った開きに調整出来るよう
　になっております。
　　この送り機構には，写真②(国産機械)のように
　ローラーが水平になっているものや，写真③（国
　産機械）のようにレール上の 2台の台車にクラン
　プして送るものもあります。
　次に丸太の切削ですが，写真④に示すようにべ
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　　　　　　　ローターリー・カッター　　      　　④

ルト駆動により回転するカッターヘッドに通常 3
～ 6枚の荒削用及びそれと同数の仕上げ用ナイフ
をセットし，このロータリー・カッターにより円
柱状に切削します。写真⑤はプロフィル・カッタ
ーというもので，送りローラーの間に上下一軸ず
つあるカッター軸に丸のこや種々の刃物を装備す
ることにより，ロータリー・カッターで切削後の
円柱材を希望する用途に応じた断面の形状にさら
に切削するものです。一台の機械でこの機構を有
しているものは現在西独製のものだけで，国産の
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機械にはまだありません。
　＜円柱材の加工形状＞
　このようにして切削された円柱材の断面（木口
断面）の形状は，図 1に示すようなパターンが考
えられますが,国産の機械で加工出来る形状は(1),
(2),(5)です｡図1(6)に示す横からの欠き込みは加
工材をクロス状に組む場合に必要で写真⑥（西独
製 ）,写真⑦（国産）に示すような欠き込み機械
により加工されます。
　円柱材切削機の価格はメーカー,機種によって異

図 1　円柱材の加工形状
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なりますが，国産の機械
でおよそ 500～900万円，
切り込み機械でおよそ100
万円とみてよろしいでし
ょう。西独製のものは図
 1に示す形状のものすべ
てを加工することが出来
ますし，性能も現状では
国産機より優れており，
価格もかなり高くなりま
す。表 1は円柱材切削機
械メーカー及び代理店の
リストです。
　＜円柱材を加工してい
　　るところ＞
　道内において，現在量
産が可能な体制にあると
ころを表2に示しました｡
このほかにも少量ながら
加工しているところがあ
りますが，今回ははぶき



表 1  円柱材切削機械メーカー及び代理店

＊西独製，ウエスターン・トレーディングが輸入代理店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 2　円柱材加工メーカー（道内）

ました。各メーカーの詳しい内容につきましては
直接問い合せていただくこととして，各々の概略
を述べてみます。 A 社の場合は， 円柱切削機を
 3台（ 1台は自社開発のもの）保有し，かなり幅
広い注文に応じることの出来る体制になっており
ます。現在加工可能な木口断面の形状は，図 1に
示す(1),(2),(5),(6)です｡自社で開発した機械を
用いますと能率は落ちますが，円柱だけにするな
ら 180 mm以上 500 mmのものまで加工可能とのこ

とです。加工材は防腐処理を行い，希望により防
ばい処理（カビどめ）も行っています。なお，同
社の室蘭工場にも加工設備を有しております。 B
社は，屋外に使用する部材はすべて防腐処理を行
い,加工した円柱材を必要に応じて円柱研磨機(サ
ンダー )を通し出荷しております。現在加工可能
な木口断面の形状は，図1に示す(1),(2)ですが，
仕上がり径が 150mmを超えるものもある程度手作
業で可能です。近々設備面で， 300mmまで加工可



能な機械を導入し，木口断面の形状等においても
あらゆる需要に答えるべく計画が進行中とのこと
です。 C社は円柱材加工を始めてから日が浅く，
まだ機械を完全に使いこなしていないきらいはあ
りますが，非常に意欲的で今後に期待されるとこ
ろです。現在加工可能な木口断面の形状は，図 1
の(1),(2)ですが,(5),(6)の部材が加工できる装置
の設置計画が進行中とのことです。加工材の防腐
処理は希望に応じて行っております。なお，同社
ではカラマツ以外にダグラスファーでの注文も可
能とのことです。 D社は自社で開発した機械に改
良を重ね，今年から本格的に円柱材の加工を始め
たところで，現在加工可能な木口断面の形状は，
図1の(1),(2),(5),(6)とのことです。なお，同社
では円柱材加工だけでなく，ログハウスの建設も
行っております。

　＜価格について＞
　円柱加工材の価格ですが ，実はここが利用する
者にとっては一番知りたいところですが， 円柱材

の長さ，太さ，加工形状， 防腐処理の有無等によ
りかなりの差があり， またメーカー間によっても
かなり幅がありますので残念ながら明確に表すこ

とは出来ません。一例を挙げますと，図 1の(1)の
形状に仕上げた径120mm，長さ 365cmの円柱材で，
2,170～3,500円/本と価格にかなりのひらきがあり

ます。
　＜用途＞
　円柱材及び半割材の用途は,ログハウスを中心に

あずまや，物置，フェンス,各種遊具，アスレチッ
ク部材，ベンチ，土木用材，化粧用内外壁等 ,々そ
の他にも多種多様の利用が期待されております。
　　　　　　 　（林産試験場　製材試験科長）


